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Astomata に つ い て （第 2 報）

　　　　　　　　片 　島 　
・
亮 （贋島交 理大動物學戦室》 （1951 牢 2 月 20 日受領，

　 IL’f・ ・Pas’　lta　Pheretimae　n ・・p・・ Pl…
’
・tima 　・emm ・tnissim ・ GoTo ・t　HATAI の 腸蜘 こ寄生，皚は 卵ma

で 前孚 部 は廣くな り後瑠 よ細 くな る力号・前後縁典 に 丸い 。 饅長 74− 142μ 箇幅 27− 51P で あ る 。 腫 の 前端

に は ロ ート状骨骼が發逹し ， 基 部 は …篝し く肥 大 し て 横 徑 ユ2p と な り丙質中 に 5ずまつ て い る 。 これに反し

て 前牛 は 尖 り體表か ら突出して い る 。 骨骼の 全長 11μ で突出部は 6μ で あ る。骨骼 の 後繰ほ や S 凹 入して

淺い 溝を な し ， こ れ に 捜して 非常 に 短 か い （10μ）繊軒豚 腹背に各 i2 本ずつ あ る 。 丙質は 生體で淡黄色で

あ る が ， 染色標本で は 大小 の 顆粒が 散在して い る 。 纖毛は 6μ ， 繊毛列は前端 の 骨骼部の 周 圍 に始 ま り長軸
に甼行し 22 本走 る 。 大核は 槲 伏で 體 の 中央 で 長軸に罕 行 に 位置 し ，

57〜1ユOμ で あ る 。 小核は體 の 中央部
で 盟縁に 近 く 1 個あ る 。 牧縮胞は 大榎の 兩側で 列を な し ， 各列 5〜10胞 よ りな る 。 墳殖 は 二 分裂で分裂面は

小櫻の 位 ue‘t　6面 で行5 ・ ＊原虫は 屋久島に お 、・て nSS　s れた Ph ・r・・ima 　c・ mm ・・ni・，ima に 寄生 t る ． k
染率 5％ で あ る 。 本原虫は特異な骨骼籥 豊か ら AlarrPaSetlaに 屬する事 が で きる

゜

形melt　CEPEDE （
’10），

HEIDENREIcH 　（
’35）に よ り Ph．retima 　Posthrtma・　Ph 。　hatvayai．　a．　Eisenifi　f・ e・id・　 b ｝ ら讖 さiLfe・Mau −

Pa ・etl“’nova 　C ・・EDE ・ b；報告さltて い るカ・
，

・ 一献 骨骼の 外側 iこ膜 で掩われ ，丙諏 圸 折性 の あ る核部分
か らで きて お り・ 纖維は 6 本 で あ る。 M ・nOVa とは 明 ら か に 骨骼構造と繊維の 數 に お い て 相異して い る。

AI・・Pas・lta　・vli・d・
’i　n ・・p・1・Ph ・・

”
・tima 　 conttnttnis ．sitna 　G ・T ・ ・t・ HATAI の 腸管Pこ寄生 t ・

M ．・Phere −−
tintae と同時に發見 され る 。 證 ぱ画筒形 で 前端は尖 り陵縁は 丸 い 。體 の 前牛 部は や 玉 廣 く後 牛 部ほ細くな

る ・ 體長 105〜11°・ 騾 18− 20・ 饐の 尖rma・ほ 長 い 鰍 の 骨骼讃 逹しそ の 醐 磯 分 か 肥大肭 質内に

あ る e 　 9fi 　8・・ に 9 し 大部分 は 骸 か ら突出す る ・ 骨骼 の 基部に は 非常 iこ 緲 ・い 多 くの 飜 が 附neし て 鰍
骨骼を全 て の 方向か ら支持して い る。低倍率で it繊維の 集合 した 菱形 に 見え る 。 棘状骨骼は 繊維に よ り可動 ．
で あ る。丙質は 孚遶明。繊毛は 15μ，繊毛列は 體の 前端 に あ る骨骼を中心 とし て 始ま り饐 の 長軸 に 4 行 に 約
10 本 で あ る ・ 大核は 獻 で reの 中央 に位geL・ 搬 8・− 97・ 幅 6・ で あ る ． 小悽停坤 央部 よ 磯 分 か 後力
でesx近 く紡錘形で あ る ・ 牧 縮 騰 大齣 爾 M4で 列 とな 賂 列 4− 5 胞） eな る 謂 殖は 紛 裂 談 創 ま

骭 囎 が 觀興 ’・た ・H ・ ・D ・NREICH （
’35）・ h ・・C ・i・d・… 　lactt” i か ら の A4… Pasell、r　 criodriti はrw 骨

骼 繼 の 前「eに 持 ち ・ そ の nZZh ・ ら 3本嬾 融 鞴 し 體長 5・− 15・，，幅 ・4〜・7，，，前齲 端共 1。 か 特
鰰 讖 して い る ・瀦 の f・”た 原虫 と華噛 形及 び雛 の 數に お い て 順 し て い る源 虫 は 屋鴪 に お い 磯
集され ， 感染率 5％ で あ る 。

’1” t°・h・’Uina　lim ，tod ・ili・ … p・・ Limnodriins　sp ・の 腸鷺 寄生 ． 虫體1・禰 形 で 轍 端共 に 丸 、、． 嚴 跏
一244・・齲 73− 93’¢ あ る ・ X の 欄 飆 ・ お い て ・・．’・・1・el・ina　 l・ 蹴 な骨鞴 造覘 ちれ る ． 即 ち 環
歌に雛 し齬 で開い て い る 環 購 骨茜に 6 本の 秘 ・い 頼渕 譜 し て “ る ． その 中 3本賜 働 ・あ つ て cageカ、

ら突出し （Sl・　S・
　S3）・ 地 の 3 本は 體内｝・入 つ て い る （Rl・・R ・　R3），一般1・饐内 ｝圦 る棘 てR 、，

　R
、）は歛

R ・
＝13・2・・　R ・−26・4・ で 懺 1・突出す る 棘 は 窺 か く 2− 2・5tlで あ る ． 又棘間 の 臨 は 一ecで は ない 。賜

R ・ と R ・ の 驪 1は 長 く R ・ とR ・
・ F・短b・… R ・ と R ・ の 黼 i・は Sl と S， 嚥 覘 ら t、，

・R ， と S， は＿

馨襯瀦繼鏃濾 蕊
ぼ

蓮繁 婁彎。曾蒲讒纛黎鷲糲妻二
・

り・ 瀦 もそれを轜 す る 事繝 來 な ヵ・つ た ・ 環 ；婿 骼 の 開 い て い る踊 よ特に 蹴 し て い る ． 繊・Eetffく
12・ で 継 ’

・ 繊 毛列1蝦 骼部 を中 IC）として 始 ま 囑 帳 ll噸Ili・ ・Ff了し 56−−58 本 巉 る ． 大核は 體磯 牛 部 に

齷 し・ 暇 14°− 1163・ ・ 幅 18・・黻 で ある ・ 小隙 體 の 辭 部 で 腫縁 ｝・ 近 橢 圓形 で あ る激 縮胞は 大核
の 繍 で 列を な し

’S 列 3− 7 胞X ’）な る ・ 増融 觀察 さttなか つ た 。 伽 ・・d・
’itus　 arena ，

・
・。 か ら得 ら ttた

乃”・坤 噺 ’qlE 鰥 働 懺 毛蜘 左離 で ・ 勤 鸛 か ・角賦喰 道の 根跡遡 長 ・÷・・諭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （22 ）
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・ ・臘 ・・滑 瞞 魂 謂 象
、

で ・・． 価 ・ 蜘 呻 ・’ ・ ・… が 。。、、前種、

よ く類似し て い る 。
HEIDENREICH （

’35） に よ り 痂 4 ρoゲ砌 5々ザ は rt’t．〃natip ” si 　syn ．と され た。本硬 と

itat毛列や食道の 痕跡 の 配 置に お い て 囲らか に 異 な る 。 又環状骨骼 は 本毬が 糖 め て 強大 で あ る 。

　之等 の 骨骼 を もつ 原虫ほ 寄 生 に よ る二 茨的な 形態の 變化で ， 色 々 な系統か ら由來 し た も の が 類似の 闘 を

示 した もの で ある と DOFLEIN
，
　REICHENOW は 逋べて い る。

　　　 Fam ・Anoplophryinae

骨骼を缺除した A ・t・ m ・t・ の 一群 で ・原虫の 體 制は nemで 劉 匕に 富 み ， 種 間 相互 の 類盤 の た め に ，

CEPEI）E （
’10） は 宿主 の 差 に よつ て 分類し た が ，其後 HEIDENREICH （SO） ほ系統的 に 分類し て ， 原虫の

特 暾 に よ る 分類が 探用 され

た 」

　 Ano ρIOPhrya　如 川み’ゼd

　 SCH ｝〜ANK

　 原虫は 臓島縣向島 で探集

さ れ た Eisenii丿「oetida の

腸管に as．igU ，
　Meta ，

’
adio 一

ρんy 冂 lumbrici　 DUJAR −

DLN と 同 時 に 發見 され ， 感

染率は 30％。虫體は 楕 圓

形で前端 ほ や L 尖 り後端は

丸 く，全 饐と し て 卵形 で あ

る 。 體長 IOO・− 12eμ，最 大

幅 50 〜 62μ。随 の 前 端 に お

い て 透明 な 部分 が 觀察 され ，

こ 柑 ま明ら か に體表 よ り凹

入 して い て 恐 ら く吸盤の 原

始的 な も の と 考 え られ る 。

こ の 凹 入部 に よつ て 背腹 に

區 別す る事が 出來る 。

　繊毛ほ 全醤嚢を掩い ， 比

較的長 く 81‘ で 規 則 正 しく

縱 に配列 して い る。纎毛列

は 鱸の 前端 に 始 ま り體の 長

軸に 弔仔 して 走 り約 62 本

で あ る 。 外質は 厚 く　2．5μ

で ， 餡の 前端凹入部に おい

て は 3p で や や ；肥厚 し て い

る 。

　大 陵ば 饐 の 長軸の 中 央 部

に 位置ず る帶状で 全饐長 に

は 及 ぼ ぬ ， 不 規 則 な 凹凸の

あ る 豫を持つ て
， 所 々 に胞

が 見 られ る 。 核長 77〜82μ

2 1

　　　　　　　　　　　　　第　1 到
1・ハfaitPasetla　Pheretimee 　 2・肱 助 膨 ぎ

’
” 二齟 の 前 Wt　3．　 alttupasella

匚ツ11η而 4・既 ｛：ylindt
’i の 離 端 5．　 lnteshe〃’朋 ’帥 」π σ朔 ” 6．加 o．

iitPtnodr〜li の 骨骼

　　　　　　　 （23 ⊃
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　　　　第 2 園
工．ん 多ρρ’ψ 加 ンa 　97

’
ga ”tea

2．　ノ亀，1μ mbria
’
　3．ノ4．　bai−

α々1伽 豆sRossOL 【醜0

2

幅4〜7μ 。 小核は 腫 の 後雫部で 大核に近く位置し，

球状 で あ る 。

　收縮胞は 小核 の 位置す る側 に あつ て
一列に配列

され ，
3〜5 胞 か らな る 。

増殖は簡蜀な横分裂に ょつ て 増礒し ， 接含 や 出

芽は 觀察 され な か っ た 。

　SCHRANK （1803）は Lunbrictilus　か らの 繊

毛虫を LeucoPltOt’a 　lt‘tnbrici と して 發表 した が

そ の 後 KENT 及 び CEPEDE は 公け に　AnOPIo−

phirva　 striata と して 發表 し ， 又 A ．　 nOdftlata

DUJARDIN が 胞子形成の 駿態が 前 種 と 岡
一

で あ

る こ とか ら前種 の synenym と し た 。 拙方STEW

は O♪a ’ina　IUtxbri（i（1854），　LEIDY は AnOPIo−

Phrya　 lumbriei を 發 表 し宿主 と し て 1” embrictts

te”restris と Enchsti’aent ‘s として い る。
SCHEW −

1AKOFF （℃1 ｝ は A ．　 sbiata を A ．’〃”ibrici

や
’
A ．nodtttata に一致さ せ そ の synDnym と し

て OParina 　Prebferaや Opalina　sp ・を考 えて

い る 。
FAURE −FREMIET 　CO7） は Lumbrictts　sp ・

か ら A ．striaea を 發見 し 100 ：50p で あ る と發表

して い る oCEPEDE （
’10）は Alurus　teii’ednts 上 り A ．　 aUuri を 得た が

A ．striata と股縮胞 が 異 な つ て い る酷で 區別 した。　GHOSH ぐ18）は Phf−

retima 　Pasthtttnaよ り A ．！tfiydiiを RossoLIMo （
’26）は Lrimみr

”i
’
cmts

sp ．より A ．　comptanata を ，
　 CONKLIN 　C

’30）は 加 加 擁 α 膠5 ’醒 e3 ’癇 及

び　AllalebOPhora （Eisenia》 6認 塵加 ∫儒 　よ り　A ・ tnat
’
ylandensis　を

EKsEMPIARSKAJA 　 C31）1ま Lzam5ricrts　tet・restris カs ら A ．　sp ．を發表し

て い る。
HETDENRE ［CH 　（

’35）は Lt，tnbriats 　terre ．stt’is・L・anatOMiCttS ・

L．メ・etida ・L ．　 terradrus （宿主の 名稱は 現在變化して い る】よ りA ．伽 漉 而

を 發見 し ，多 くの 研 究 者 に よ つ て 發表 され た 掻類の 比較 を 行い A ・勣 渤 痂 ’

SCHRANK で あ る と發表 して い る。 著者の 原 虫 は 明らか に A ．　litη thrici

と同
一

で あ る D

　 AnepioPhrya　baikatensis　 RossoUMo

　高知市附近に おい て 探集され た Pheretima 　 ce ” Tmrmissima 　 GOTO 　et

HATAI の 腸管に 寄 生 し ， 感染率 90％ で あ る。

　軆 は 縦に引き延 ぽ さ れた圓筒形 で あつ て ， 體 の 前孚は 僅 か に 肥大 し ， 前

端 は 丸 い が 後端は 幾分か 尖つ て い る 。虫體 の 體長は極め て 壘化に冨み 142

〜233μ ， 體幅 30〜48F↓ で あ る。
　A ．　ttcmbt’iti に 見 ら れ る前端腹面 の 凹 入部

は 常種に は な い 。

　 繊毛は 全饐 を掩 い 長さ 6μ で 體の 各 部 で 等 長 で あつ て
， 臓毛 列 は體の 前

端 か ら 始ま t） ， 膣の 長軸 に 弔行 して 多數走る 。

　 大 核は 櫓状 で 睚の 中央部に位置 し 核長 102 〜 11卯，比 較的 不規則 な檬 を

持っ 幅 9〜11μ。 小核は憩の 後半部で 諠縁に近 く位置し紡錘形で あ る 。

（ 24 ）
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收縮胞忙 1 列又は 2 列で各列 4〜7 胞 よ りな る 。 柵殖 は横三｝裂 で接 合は 観 察 さ れない 。

La … Pr・di’it・S　sat｝・riSC ・tS の 腸管よ tJ得 られた Anvplophi アa 　baikalensis　RossouMo 　l’X 體形‘よ長 く ， 前

端郭が や 、廣くな り， 兩 體縁ぱ 丸 く， 前 端は よ り鈍圓で 廣い 。 大孩は 細 い 耨状 ， 小核は體の 後孚蔀に 位置 し

球状叉は紡錘形， 股縮胞は 一列で 4〜8 胞か ら な る。體畏 110 〜 160μ，體幅 28 〜 35P で ある。 薯者の 得た

原虫は 前陬よ りはやや大 きい hr長 さと幅の iTUt同一で あるし， 敬縮胞の 2列の 個體も發見されるが ， これは

寄 室條件に よつ て 變化す る もの で あ る 。 倚 A ・Pa厂va ほ 體長 60〜80μ
， 體幅 17，L で 饅形 は巓似 して い る

が ， 睡の 前端で外質の ；i巴厚 が ， 記載 され て い るが 著者の原虫に は な い 。

　AnoPtoP乃，ンα 颪9砌 紹 8 踊 ・sp ．

　崖久島で深篥され た Pheretii）ta　comVtttnissitna の 腸管に寄生し，感染率は 4％ で あるo

　虫體 は 楕圓形で前牛部が 肥大し， 後牛部が や L 狹 くなつ て い る 。 體長 320〜 344i・，體幅 130〜 la μ で あ

る o 體の 前端に は 凹入部は な い 。

　大核は 幣状 で 大腕 S 歌 に な り ， 體 の 中央 に 位概し兩端は 尖 る 。 胞状 で所 々 に 胞が 敬在す る o 棲長 290μ，

最大幅 2伽 で 全鐙長 に 至 らず ， 比鮫的滑らか な 縁を持つ て L ・る 。 小棲は 體 の 後孕部 で大核の 左側に位置し ，

了度大核 と 謹縁と の 中間部 に 位置し ， 紡錘形 で あ る 。

　繊毛は體 を掩 い 長 さ 2」
μ で 體 の 各部 で等長で あ る。 繊毛列は體 の 前端に起こ り， 體の 長軸 に 李行し ， 約

26 本走る 。

　糒 胞は體の 後牛部に散在し ，
29 〜 36 個 あ る 。

　椴殖 は ご 分裂で鏡合は 観察されな か つ た。

　 原虫は 他の A πψ妙 肋ンα に 比 して 著しい相遠點を持つ て い る。 即ち敗 縮 胞 が 散在 し， 體長 320Pt
， 體幅

ユ30，L に も逹ず る亘大 な An ρPZophr），a の 記載は な い oR68ume

　　　　　　　　　　　　　　　 Studies　on 　the　Asto 皿 ata （I　 and 　IL）

　　　　　　　　　　　　　　　　RYo 　I｛ATAsHIMA （Hiroshima　Univ．）

恥 μ蜘 ρみ胆 v ・riabi’is　n ・sp．120−180μ，　spindile −s瞬 ed ，　skeleton 　needle −fomed、　macronucIeus 。 va1 ・

mi ．　ova1 ，many 　contrac 匙ile　va ．10ca吐ed 　on 　the 　bolh　sides 　of 　ma ．，　fre皿 the 　intestine　o 正 Tubtlex　sp．　at

Yaku　 island．

　H ψ ’”ψ1正，y α tuうヴ’  5　n ．　sp ．295−468μ，
　width 　15−26μ，　 cyhndrica1

，
　 skele 量on 　 horseshoe−shaped ，　 ma ．

baIid−shaped ，　many 　contract 韮e　va ．arra 量｝ged　in　 a　Iow 　 at　 flght 　 side 　of 　ma 噂 from　the　Tubifex　bat’ai ．

　IloPiitop乃り
，α ’rti；tb，

’ictt〃 n ．　sp．168−300μ，　 width 　22−40μ，　wedge −folmed，　skeleton 　shor ［hook　in　8h 日pe，

lll，1」 ＞and 　ol 　oval 　in　shape ，皿 a 皿 ア eontractlle 　va ．　bca 乳ed 　in　the　poslerior　 region 　 of　 body
，
　 from　the

intestine　of 　L ’σ〃btict’距’5　sp ．　a し Onom 羣chi ．

　Radiopht ンa 　evata 　n 。　sp ．102−212
μ，　width 　44−8el， ，　long　egg −3h 叩 ed

，
　ske ［¢ ton　 short 　 V −shaped ，　m ＆ ．

ba皿 d−8haped ，　mL 　sp1ndle イ 01med
，

1nany 　contract 且1e　va ．　arra 鐚ged　1皿 arow 　at　the　 both　 side80 正 ma ，

from　the …ntrs 匙ine　of 　Pheret加 a み犀ψ9渤 5f3 　at　Yaku 三sland ．

　ノぜndiephr3，a 　oo 〃〜”π’”’ssi ” ta　n ．sp ．1−2　mm ，　 wjd 匡h　13｛〕tt ，cylind 【ica1，　skdeton 　arch −sllape 瞳，　pyra 皿 id−

skeleton 　triangula了，　skeleton −b3ams　15−171，　in　Iength，
　ma ．　band −

shaped ，
　many 　con にract 董艮e　v 日．　arrang −

ed 　in　 a　row 　 at　the　both　 sides 　of 　ma ．，　from　the　intesline　of 　I’he’・θ’ima　cotjtoJtπn ’5s’” la 　at 　Yaku 　island．

　Radiophrya ’
−
a プ a　n ．　sp．1−2　mm ，　 wjd しh　 31−58∬‘，　 cylinder −shaped

，
　 skeleton 　 V −sh 叩 ed ，

　 ma ．　 baud，

mi ．　spindle ，　ske 董eton −beam3　short ，　many 　contractite 　va ，　arranged 　in　a　 rew 　at 　tlle　both　s三des　o 壬 the

ma ・，　f： 01n 　the 　inte§tine　o 藍 P 伽 ¢ガ”’α ツa ”Tad ・・ at　Onomichi，

　RadioPh・ン… xahii 　 n ・sp ．　800−3α恥μ，　 wi 紬 125−137μ，　cylinder −−shap 巳（1
，
　 skelet 。 n 監rlan 呂ular −shaped ，

（25 ）
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＋ta

・k・1・t・ n −beamny　5
“
　in　length，　 m ・・b… d，　mi

，
・pi・d【・・ln ・・y ・・磁 a・til・ v… π ・・9・d 董・ … w ・t　 t1・e

b 。th　sid ・・ 。 〔 ma ．，　f・・ m 　th・ 量nte ・tine 。f　P ゐ餾 ’i’〃 a　s’e ・
「
・ldi　 at 　1〈・ c卜i （SLIk ・ku｝・

Ma 吻 ，。1’a ・phe ，
’
etimae 　 n ．　sp ，74−142μ，　wi ・lth　27 −51μ，．・ va1

，
・kβ互et 叩 fumelトshpPed ，　f・ur 丘bers

dosed 童o 　posterior　marg …n 　ohhe 　skeleton ，　ma ．　band−shaped ，　mi ．　sp ；ndle −shaped
，　many 　contractile 　va ，

arranged 　in　a 　Iow 　a し both　sides 　of 　ma ・・from　the 　intestine　o 正 Rゐ‘，
’
etitna　cenllnt 〃 爵5’tita　at 　 Yaku

island．

　〃 召ψ 。 sθ”σ ψ ’edri ・．・P．　105−11ei・，　wid 吐h　20μ，・11ip・・id，
・kpl・t・ n 　p ・三・kle−sh ・1紀 d，　m ・y　6b・・8 曲。・t

d 。sed 　t。　the 　bas」s 。f　sk 。let・ n
，
　ma ．　b ・nd − shap ・d，　m 玉．　spi ・dte−shaped

，　many 　c・ nt ・actile　va ．艦 anged

in　a　row 　at 　tlle　bo出 sldes 　o 正 ma ．，　 from　the　inte5tbe　of　Pheretima α 冲，朔 朋 ゴ5  輿 4　at 　Ya≧u　island．

　乃吻 ，ん，〃加 。 ’伽 。d。’〃 ・ ．・p，200−244i・，　widlh 　73793’・，　q ・ al ， ・kel・藍・・ n ・・k−・haped・、・1・ 、P・i・kel　s巌・le−

t。n ，h。 ，t 、。 n 。 eet 。d　with 　sk ・1・t。・，　P ・・｝t・し・・13 ・f　them 　 t・ d ・e　b・ dy ・u ・1・。・ and 　p・ n ・t・atgd … th・・

3 。f　them 　in　the　cyt ・P1・・m ，　m ・．　b・nd −
・hap・d，　mi ・・ v ・し m ・・y ・・nt ・ac 田 e　v ・ … m ・ g・d 三照 mw ・t

the 　both　sides 　 of 　ma
，
　from　the　intestine　of 乙’｝nl〜edr

−itus　sp ．　lat　I｛iτoshima ．

ん ・・P’・吻 ・ 9 匁・伽 n ・sp ・320−344・・svia ・k ・30 ・142… va ；・m ・・band−・h・p・d・ mi ・
吶 d且・，・h・p・dl

ma ロ y　contractile 　va ．　scattered 　in　the　posterior　reg 董on ．of 　h｛》dy，　f【om ．the　in，testln｛　of
』
P ゐ2 厂召”，’旧

‘ρ ，π〃πun ’s5 ’〃 ，α at 　Yaku 　island，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．・

ギ

ー−L− S ．．

九州 麦部 第16 回例會

日 （「．ヒ）午後 2時

室

　L 原始 グ モ 雜話

會

日障寺： 昭和　26　勾三　12　月　1

記

場駈 ： 熊本 大 學 理 塾部生物墨教

　　　　　　　　 吉倉 　眞 （熊 た霞
1
生》

2．精災卵 の 本質 に就 て 後藤源太RB頓握大理生 》

第 17 回例會　日時 ：昭 和 26 年 12 月 15 日｛：T：）

午後 1 時場所 ： 九大農學部生物租第一講義窒

1・M 岡 梛 珂 JITt司INjl） 出土 の 奮象 の 臼 齒に

　　っ い て 　
゜

松尾信
一 （九犬農畜）・吉村圭介 （筑

　　紫丘高校 ）

　2．蚕 の 致死遣傳子 とそ の 照用　筑紫春生（九 大農

　　 i養蚕 ）

　 1．腦下垂體前葉 の 細胞 に つ い て 　加藤嘉 太 郎 ｛九

　　大農畜）

　鯛會に引綴い て 第4 回總會を開 き事務撮告 を し た 。

また委員曾に於て ほ 昭和 27 年度 定期 の 支部大會及

び例會の 豫定 を 下記 の 通 り取 決め た。

　例會 ： 2 月 （九大農學部）， 4 月 （九大農塁部）， 6

月 （九大第一
分按），

9 月 （九大農嬰部）コ2 月 （九

1V

大理學部）支部 大 會 ： 5 月 （九大理學部）。

北海遘麦蔀 第 33 回例會　195工 年 6 月 2 月 於北大

理 學部動物學散室 （以下場所は 同 じ）

　1．癌の 細胞學的研究 （吉田肉麗 を主 として ） 牧

　　野盤二 齠

第 34 回例會 195L 年 6 月 30 日

　1．ゾ ウ リ ム シ の 收縮胞の 牧雛 艘 邑こ及ぼすN ・．
＋
，

　　K ＋．及びCa ＋ ＋ イ オ ン の 影奮 及川郁子

　2．魚卵 の 表暦　蔚野 康比古

第 35 回例會 1951 年 7 月 28 日

　 L ナ ミゥ ズ ム シ の 生殖 に 就て 　西田秀夫

　2．吸虫類の 被嚢形成に就て　山下次郎

第 36 回  會　1951 年 9 月 15H

　 1．生 理階級學説 よ り見た る編制短の概念　渡邊勇

第 37 回例會　1951 年 10 月 27 日

　1．イラム シ前蛹 に 關す る二 、三 の 問題　青木廉

封S38 　匡［剃 幄「　195置　釘三　12　月　15　日

　 L 一
矮小群 に於 tTる ミツバ チ 働蜂間の 分築 坂 上

　　 昭一

（26 ）
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